
20
日
目

11
月
５
日
（
十
月
九
日
）

測
地
・
富
岡
町(

苓
北
町)

泊
地
・
富
岡
町(

苓
北
町)

《
測
》

朝
よ
り
晴
天
。

【
本
隊
】
伊
能
、
下
河
辺
、
永
井
、
上
田
、
長
蔵
。

５
時
頃
高
浜
村
出
発
。
都
呂
々
村
に
て
昼
食
。

12
時
頃
富
岡
町
へ
着
く
。

【
支
隊
】

６
時
頃
出
発
。

堀
印
か
ら
袋
印
ま
で
と
富
岡
岬
を
回
る
（
５
・
４
㎞
）
。

12
時
帰
宿
。

面
会
・
荒
木
三
左
衛
門
（
町
庄
屋
）
（
苗
字
帯
刀
御
免
）
。

町
年
高
島
伝
左
衛
門
。
村
川
彦
八
郎
。

着
後
、
島
原
御
預
所
富
岡
町
詰
代
官
渡
辺
敬
助
。
藤
本
恕

助
と
同
役
。
そ
の
後
・
同
前
吟
味
役
矢
川
十
太
夫
。
富
岡

役
所
重
役
）
。

こ
の
夜
曇
天
。
雲
間
に
測
量
す
る
。

宿
・
前
日
同
。

《
巡
》晴

天
で
あ
っ
た
が
、
北
風
が
強
く
乗
船
で
き
ず
。

伊
能
様
駕
籠
に
て
陸
路
を
富
岡
へ
行
く
。

代
官
様
も
同
じ
。

大
庄
屋
は
駕
籠
、
庄
屋
鞍
馬
に
て
。

人
足
不
足
の
た
め
、
高
浜
村
よ
り
お
よ
そ
５
０
０
人
・
馬
７

疋
を
出
す
。
一
、
昼
食
の
弁
当
を
都
呂
々
村
役
座
ま
で
運

ぶ
。

一
、
坂
部
様
隊
は
、
朔
日
富
岡
に
就
い
て
お
り
、
今
日
ま

で
城
山
ま
わ
り
の
測
量
を
終
了
。

全
員
、
富
岡
町
に
泊
ま
る
。

伊
能
様
宿

富
岡
二
丁
目

庄
屋
宅
。

坂
部
様
宿

同
所
一
丁
目

米
屋
宅
。

代
官
様
宿

同
所

〃

新
宅
。

付
添
大
庄
屋
庄
屋

同
所

砥
岐
屋
。

郡
仕
送
り
荷
物

同
所
三
丁
目

唐
物
屋
。

竿
取
衆

同
所

本
家
。

郡
中
竿
取

同
所

平
兵
衛
宅
。

一
、
昨
日
４
日
、
旗
合
わ
せ
の
連
絡
の
た
め
、
島
原
口
之
津
ま
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で
竿
取
の
内
小
六
を
遣
わ
す
。

一
、
天
文
測
量
あ
り
、
20
時
頃
ま
で
に
済
む
。

高
浜
村
よ
り
人
足
５
０
０
人
も
出
す
と
は
、
村
人
（
若
い
男
衆
）

総
動
員
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

《
木
山
家
文
書
》

覚

写

一
測
量
方
御
役
人
様
今
十
日
二
江
村
御
泊
同
十
一
日
御
順
道
御
二

手
ニ
御
別
被
遊
御
順
道
左
之
通

一
伊
能
様
二
江
村
御
出
立
十
一
日
朝
正
七
ツ
鬼
池
村

同
日
御
泊
り

御
領
村

十
二
日

佐
伊
津
村

御
泊
り

町
山
口
村

一
坂
部
様
二
江
村
御
出
立

十
一
日
正
七
ツ

下
内
野
村

井
手
村

上
野
原
村

新
休
村

同
日
御
泊

下
河
内
村

十
二
日
御
出
立
右
同
断

本
泉
村

廣
瀬
村

本
戸
馬
場
村

同
日
御
泊
り

町
山
口
村

右
之
通
御
測
量
御
順
道
被
仰
渡
候
間
為
御
知
申
進
候

尤
御
昼
喰
場
所
之
儀
者
未
夕
相
決
不
申
追
々
為
御
知
可
申
進
候

万
端
無
間
違
様
御
取
計
可
被
成
候
先
々
御
順
道
御
休
泊
之
儀
者
町
山

口
村
へ
合
宿
被
遊
候
上
相
決
可
申
間
此
段
御
承
知
可
被
成
候
以
上

十
月
九
日

御
測
量
方
附
添

大
庄
屋

庄
屋
中

御
通
行
筋
村
々

大
庄
屋

庄
屋

衆
中

此
触
廣
瀬
村
よ
り
本
戸
方
へ
御
継
可
被
成
候

富
岡
町

《
測
》
と
《
巡
》
を
見
比
べ
る
と
興
味
深
い
。
そ
れ
は
、
《
測
》

が
測
量
に
直
接
測
量
に
関
す
る
も
の
を
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

《
宜
》
は
裏
方
と
し
て
の
事
項
を
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え

ば
、
高
浜
か
ら
富
岡
へ
向
か
う
の
に
、
測
量
は
し
な
い
の
で
、
海
路

が
速
い
が
、
天
気
の
せ
い
で
陸
路
を
行
く
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
。
そ

の
た
め
か
、
人
足
が
不
足
し
た
の
で
、
村
か
ら
５
０
０
人
も
の
人
を

出
し
た
事
。
ま
た
、
伊
能
、
代
官
、
大
庄
屋
は
駕
籠
な
の
に
、
庄
屋
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は
鞍
馬
と
差
が
つ
い
て
い
る
こ
と
。
こ
こ
に
は
記
し
て
い
な
い
が
、

伊
能
を
除
く
測
量
隊
員
は
、
歩
行
だ
と
思
わ
れ
る
。

富
岡
は
、
五
人
衆
の
一
、
志
岐
氏
の
志
岐
城
の
隣
村
で
一
寒
漁
村

に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
天
草
の
支
配
者
と
な
っ
た
寺
澤
広
高
は
、
こ

の
地
に
新
城
を
築
き
富
岡
と
称
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
留
岡
と
も
い

わ
れ
て
い
る
し
、
耶
蘇
教
年
報
に
は
フ
ク
ロ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

袋
の
浦
と
も
い
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

と
に
か
く
、
寺
沢
広
高
が
こ
の
地
に
城
を
築
い
た
こ
と
か
ら
、
幕

末
ま
で
、
天
草
の
政
治
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
た
。

富
岡
城
は
、
寺
澤
広
高
に
よ
っ
て
築
か
れ
、
天
草
島
原
の
乱
で
戦

場
と
な
り
荒
れ
果
て
た
が
、
そ
の
後
新
天
草
領
主
山
崎
家
治
に
よ
っ

て
修
築
さ
れ
た
。
山
崎
家
治
が
転
封
と
な
り
天
領
と
な
っ
て
か
ら
は
、

役
所
は
三
の
丸
に
置
か
れ
た
。
現
在
の
九
大
臨
界
実
験
所
宿
舎
の
所

で
あ
る
。
ま
た
代
官
鈴
木
重
成
の
役
宅
は
、
城
内
で
は
な
く
、
城
下

（
百
間
堀
の
南
側
）
に
置
か
れ
た
。
代
官
は
民
政
官
で
あ
っ
た
た
め
、

城
に
は
城
番
と
し
て
肥
後
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
再
び
私
領
と
な
り
、
戸
田
忠
昌
が
入
城
す
る
が
、
忠
昌

が
転
封
に
際
し
、
城
が
民
の
暮
ら
し
を
圧
迫
す
る
と
い
う
事
、
平
和

な
世
と
な
り
城
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
富
岡
城

は
破
城
と
さ
れ
た
歴
史
を
持
つ
。
し
た
が
っ
て
、
伊
能
忠
敬
来
島
時

は
、
城
と
し
て
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。

現
在
は
、
苓
北
町
に
よ
り
、
復
元
が
成
さ
れ
て
い
る
。

富
岡
城
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
城
内
の
案
内
板
に
簡
潔
に
書
か
れ

て
い
る
の
で
紹
介
す
る
。

富
岡
城
に
つ
い
て

富
岡
城
は
慶
長
六
年
（
１
６
０
１
）
に
天
草
の
領
主
と
な
っ

た
肥
前
唐
津
藩
の
寺
沢
広
高
に
よ
っ
て
築
か
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
山
崎
家
冶
の
私
領
時
代
、
鈴
木
重
成
・
重
辰
代
官
の
天
領

時
代
を
経
て
、
戸
田
忠
昌
の
私
領
時
代
に
城
が
壊
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
以
後
は
、
明
治
ま
で
天
領
と
し
て
三
の
丸
跡
に
代
官
所
が

お
か
れ
ま
し
た
。

富
岡
城
に
は
、
城
歴
の
中
で
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
寛
永
十
四
年
（
１
６
３
７
）
に
起
こ
っ
た
『
天
草
・
島
原

の
乱
』
に
巻
き
込
ま
れ
、
幕
府
側
拠
点
と
し
て
、
一
揆
勢
の
攻

撃
目
標
に
な
っ
た
の
で
す
。
唐
津
藩
の
必
死
の
守
り
で
落
城
は

免
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
が
結
果
と
し
て
、
乱
の
早
期
終
結

に
繋
が
り
、
そ
の
後
の
徳
川
政
権
の
安
定
に
大
き
く
寄
与
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。
乱
の
鎮
圧
後
に
、
築
城
の
名
手
と
謳
わ
れ

た
山
崎
氏
が
、
天
草
に
送
り
こ
ま
れ
、
城
の
大
規
模
修
理
と
縄

張
り
拡
大
を
行
い
、
富
岡
半
島
を
島
に
見
立
て
要
塞
を
築
き
ま
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し
た
。
そ
れ
は
幕
府
が
対
面
保
持
と
、
外
洋
に
面
す
る
富
岡
城

を
、
水
面
下
で
「
国
際
戦
上
の
守
り
の
要
」
と
し
て
位
置
付
け

て
い
た
こ
と
に
外
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
時
期
、
幕
府
は
、
鎖
国

政
策
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
海
外
列
強
の
侵
略
を
恐
れ
て
い

ま
し
た.

時
代
が
下
っ
た
寛
文
十
年
（
１
６
７
０
）
の
「
戸
田
氏
の
破
城

は
、
徳
川
政
権
が
完
全
に
安
定
し
た
証
し
と
し
て
、
さ
ら
に
は
、

平
和
の
象
徴
と
し
て
の
施
策
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
こ

の
時
期
に
な
る
と
、
外
交
面
で
の
危
機
も
回
避
さ
れ
、
海
外
に

も
目
を
向
け
た
「
戦
闘
城
と
し
て
の
富
岡
城
」
の
必
要
性
が
失

わ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
戸
田
氏
の
破
城
の
裏
に
は
、
幕
府
か

ら
の
示
唆
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
事
実
、
『
富
岡
城

破
城
の
噂
話
（
戸
田
文
書
）
』
に
は
、
「
如
何
な
る
幕
府
政
策

の
変
化
に
因
り
て
か
天
草
に
在
る
僅
か
に
七
年
。
折
角
再
築
せ

し
城
郭
を
毀
ち
て
関
東
に
復
帰
す
る
」
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

平
成
十
一
年
八
月

熊
本
県
天
草
郡
苓
北
町
教
育
委
員
会

富
岡
は
天
草
の
首
都
で
あ
る
た
め
、
他
村
と
は
異
な
る
町
が
つ
く

ら
れ
て
き
た
。
支
配
者
関
係
の
役
人
は
少
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
補

助
す
る
地
役
人
（
遠
見
番
・
山
方
役
）
の
役
宅
。
各
組
の
宿
（
江
戸

で
い
う
藩
屋
敷
？
）
、
寺
院
が
作
ら
れ
た
。
そ
し
て
当
然
の
如
く
多

く
の
商
家
が
軒
を
連
ね
た
。

そ
れ
で
は
、
富
岡
の
人
口
は
い
か
ほ
ど
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
蔓

延
三
年
（
１
７
５
０
）
、
忠
敬
測
量
の
60
年
前
で
ち
ょ
っ
と
古
い
記

録
だ
が
。

人
数

１
９
１
３
人

男
９
６
５
人

女
９
４
８
人

家
数

３
７
３
軒

内
町
家
２
６
９
軒

漁
家
１
０
４
軒

僧
数

５
５
人

内
僧
３
２
人

尼
２
人

山
伏
４
人

切
支
丹
類
族

３
１
０
人

酒
屋

１
６
軒

醸
造
高
１
６
０
石
程

町
役
人

４
名

と
な
っ
て
い
る
。

以
外
に
人
口
は
少
な
い
。

さ
ら
に
、
天
保
二
年
（
１
８
３
１
）
に
な
る
と
、
や
や
人
口
は
増

え
て
、
家
数
５
０
３
軒
、
人
口
２
７
１
８
人
。
幕
末
の
蔓
延
元
年

（
１
８
６
０
）
に
は
、
家
数
５
６
５
軒
、
人
口
３
０
７
７
人
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
天
草
の
他
村
比
べ
て
み
る
と
、
天
保
二
年
の
デ
ー

タ
ー
に
よ
る
と
、
二
江
村
（
３
３
４
６
人
）
、
御
領
村
（
５
１
３
９

人
）
、
佐
伊
津
村
（
３
６
２
０
人
）
、
町
山
口
村
（
２
８
８
６
人
）
、

小
宮
地
村
（
３
１
８
７
人
）
、
下
浦
村
（
２
７
７
６
人
）
、
大
矢
野

上
村
（
５
６
７
０
人
）
、
同
中
村
（
３
１
５
３
人
）
、
同
登
立
村

（
３
５
９
６
人
）
、
御
所
浦
村
（
３
７
６
６
人
）
、
久
玉
村
（
３
５
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１
２
人
）
、
牛
深
村
（
６
６
６
９
人
）
、
大
江
村
（
３
２
９
０
人
）
、

高
浜
村
（
３
６
２
９
人
）
と
、
富
岡
町
よ
り
人
口
が
多
い
村
が
多
数

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
農
業
中
心
の
社
会
の
た
め
、
人
口

が
多
い
か
ら
豊
か
な
地
区
と
は
限
ら
ず
、
貧
富
的
に
い
う
と
、
商
業

都
市
と
も
い
え
る
富
岡
は
、
ダ
ン
ト
ツ
の
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と

に
は
違
い
な
い
。

冨
岡
は
、
行
政
、
商
業
の
中
心
地
と
し
て
、
あ
る
い
は
志
岐
氏
の

居
城
、
天
草
の
乱
関
係
な
ど
、
中
世
か
ら
江
戸
時
代
を
通
じ
て
天
草

の
歴
史
の
中
心
的
位
置
を
占
め
て
い
た
の
で
、
遺
跡
・
名
所
は
多
い
。

た
だ
、
伊
能
忠
敬
に
は
、
そ
の
よ
う
な
天
草
歴
史
を
尋
ね
る
目
的

で
は
な
い
た
め
、
た
だ
単
な
る
測
量
の
通
過
点
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

21
日
目

11
月
６
日
（
十
月
十
日
）

測
地
・
二
江
村
、
鬼
池
村(

天
草
市
五
和
町)

富
岡
町
、
志
岐
村
、
上
津
深
江
村
、

坂
瀬
川
村(

苓
北
町)

泊
地
・
二
江
村(

天
草
市
五
和
町)

《
測
》

朝
曇
り
晴
れ

両
隊
と
も
富
岡
町
を
６
時
頃
出
発
。

【
坂
部
隊
】
（
先
手
）
坂
部
、
上
田
、
永
井
、
長
蔵
。

二
江
村
千
崎
よ
り
始
め
る
。
逆
に
通
詞
﨑
ま
で
測
る
。

ま
た
、
順
に
海
辺
と
山
越
え
横
切
り
街
道
二
印
ま
で
測
る

（
逆
順
合
計
沿
海

２
・
１
㎞
）
。

通
詞
島
一
周
測
（
３
・
５
㎞
）
。
ま
た
、
千
崎
よ
り
始
め
、

二
印
を
残
し
、
下
内
野
村
制
札
迄
横
切
り
、
仕
越
測
（
２
・

６
㎞
、
合
計
８
・
２
㎞
）
。

【
伊
能
隊
】
（
後
手
）
伊
能
、
下
河
辺
、
青
木
、
箱
田
、

平
助
。

富
岡
町
橋
印
よ
り
始
め
る
。
三
町
目
、
四
町
目
、
五
町
目
、

出
来
町
、
裏
海
辺
、
志
伎
村
、
三
会
川
、
紺
屋
町
、
浜
ノ
町
、

※

上
津
深
江
村
、
坂
瀬
川
和
田
ノ
前
、
二
江
村
通
詞
に
て
坂

部
隊
と
合
流
（
１
０
・
４
㎞
）
。
ま
た
、
二
江
村
二
印
よ
り

始
め
、
二
江
川
（
幅
54
ｍ
）
、
洲
ノ
脇
、
鬼
池
村
カ
ロ
埼

迄
仕
越
測
（
２
・
５
㎞
）
。

両
隊
共
、
14
時
二
江
村
へ
着
く
。

本
陣
・
二
江
村
庄
屋
長
島
増
太
郎
。

坂
部
宿
・
百
姓
順
之
丞
。

下
河
辺
、
青
木
、
永
井
宿
・
百
姓
正
左
衛
門
。

こ
の
夜
曇
り
で
不
測
。
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※
志
岐
村
を
志
伎
村
と
誤
記

《
巡
》
晴
天
。
北
東
の
風

未
明
、
富
岡
出
発
。

志
岐
村
海
辺
通
り
、
上
津
深
江
坂
瀬
川
、
二
江
村
ま
で
測
量
済
。

坂
部
隊
、
通
詞
島
ま
わ
り
測
量
済
。

二
江
村
泊
ま
り
。

伊
能
様
宿
・

二
江
村
庄
屋
宅
。

坂
部
様
宿
・
嘉
右
衛
門
新
宅
。
（
《
測
》
で
は
順
之
丞
）

三
人
様
宿
・
庄
右
衛
門
宅
。
（
《
測
》
で
は
正
左
衛
門
）

代
官
様
宿
・
宅
右
衛
門
宅
。

付
廻
り
大
庄
屋
庄
屋
宿
・
代
吉
宅
。

郡
方
荷
物
・
幸
平
次
宅
。

竿
取
・
作
平
次
宅
。

井
手
組
庄
屋
一
同
・
米
作
宅
。

久
玉
、
大
矢
野
大
庄
屋
及
び
都
呂
々
庄
屋
、
夕
方
吉
祥
丸
で
遅

れ
て
到
着
。

《
宜
》測

量
方
役
人
、
５
時
頃
出
発
し
富
岡
へ
向
か
う
。
同
所
ま
で
人

足
当
村
だ
け
で
出
す
。
昼
飯
を
当
村
よ
り
都
呂
々
ま
で
弁
当
を

出
す
。

宜
珍
、
お
付
き
添
い
で
富
岡
へ
行
く
。

22
日
目

11
月
７
日
（
十
月
十
一
日
）

測
地
・
鬼
池
村
・
御
領
村
・
下
内
野
村
・
井
手
村

上
野
原
村
・
城
木
場
村
（
天
草
市
五
和
町
）

新
休
村
・
下
河
内
村
（
天
草
市
本
町
）

泊
地
・
（
伊
能
隊
）
御
領
村
（
天
草
市
五
和
町
）

（
坂
部
隊
）
下
河
内
村
（
天
草
市
本
町
）

《
測
》

朝
大
曇
り
。

手
分
け
し
て
測
量
。
両
手
共
７
時
前
後
二
江
村
出
発
。

【
伊
能
隊
】
伊
能
、
下
河
辺
、
永
井
、
上
田
、
平
助
。

鬼
池
村
カ
ロ
埼
（
又
の
名
を
新
五
郎
浜
）
よ
り
始
め
る
。

引
坂
、
宮
津
、
田
ノ
尻
、
そ
れ
よ
り
鬼
池
本
村
、
御
領
村

古
里
、
大
島
に
て
中
飯
（
百
姓
小
山
清
四
郎
、
家
作
大
に

よ
し
。
苗
字
免
許
な
り
。
新
蕎
麦
を
出
す
。
同
所
百
姓
勝※

之
丞
と
云
う
者
あ
り
。
当
時
、
天
草
第
一
の
冨
家
な
り
と

云
う
）
、
浜
田
、
御
領
本
村
ま
で
測
る
（
８
・
５
㎞
）
。

外
に
串
迄
仕
越
（
２
７
２
ｍ
）
、
海
辺
よ
り
宿
ま
で
測
る
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（
１
５
２
ｍ
）
、
御
領
村
大
島
一
周
測
（
１
・
４
㎞
、
渡
り

幅
４
１
３
ｍ
）
、
合
計
１
０
・
７
㎞
。

14
時
頃
着
く
。

宿
・
御
領
村
大
庄
屋
長
岡
五
郎
左
衛
門
（
上
下
残
ら
ず
一

軒
に
て
済
む
）
。

※
勝
之
丞=
石
本
家
五
代
・
石
本
勝
之
丞
。
隠
居
名
・
平

兵
衛

【
坂
部
隊
】
坂
部
、
青
木
、
箱
田
、
長
蔵
。

下
内
野
村
よ
り
始
め
る
。
懸
橋
、
小
峯
、
井
手
村
、
塔
ケ

﨑
、
平
、
上
野
原
村
笹
原
、
城
木
場
村
、
打
越
、
新
休
村

（
こ
の
村
に
曹
洞
宗
松
栄
山
東
向
寺
、
御
証
文
五
十
石
。

こ
の
村
か
ら
７
・
３
㎞
先
に
本
村
と
い
う
村
有
り
）
、
下
河

内
下
尾
、
懸
水
ま
で
測
る
（
９
・
６
㎞
）
。

宿
・
下
河
内
村
庄
屋
鶴
田
新
五
右
衛
門
。

※

坂
部
隊
の
宿
は
、
下
河
内
村
庄
屋
鶴
田
新
五
右
衛

門
と
な
っ
て
い
る
が
、
下
河
内
村
の
庄
屋
は
佐
藤
弥

右
衛
門
で
あ
り
、
測
量
日
記
の
間
違
い
。
鶴
田
新
五

右
衛
門
は
、
本
村
の
庄
屋
で
あ
る
。

《
巡
》
晴
天

伊
能
隊
・
鬼
池
村
の
内
、
引
坂
残
り
梵
天
よ
り
始
め
。
大
嶋
小

山
清
四
郎
方
に
て
昼
食
。
14
時
頃
盃
出
る
。
蕎
麦
切
出
る
。
付

廻
り
衆
中
ま
で
。

御
領
村
着
く
。
役
座
下
ま
で
測
量
済
。

坂
部
様
隊
は
、
下
内
野
村
、
二
江
村
境
よ
り
始
め
、
城
木
場
に

て
昼
食
の
予
定
。
下
河
内
村
に
泊
ま
り
の
予
定
。

伊
能
様
宿
・
役
座
。

下
河
辺
、
永
井
様
宿
・
同
。

代
官
様
宿
・
寺
隠
宅
。

付
添
衆
一
同
宿
・
東
禅
寺
。

郡
方
荷
物
・
次
三
郎
。

23
日
目

11
月
８
日
（
十
月
十
二
日
）

測
地
・
佐
伊
津
村
・
広
瀬
村
・
本
戸
馬
場
村
・

下
河
内
村
・
町
山
口
村
（
天
草
市
）

泊
地
・
町
山
口
村
（
天
草
市
本
渡
）

《
測
》
朝
曇
天
。

７
時
御
領
村
出
発
。
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【
伊
能
隊
】
伊
能
、
下
河
辺
、
永
井
、
上
田
、
平
助
。

御
領
村
串
よ
り
始
め
、
佐
伊
津
村
明
瀬
、
広
瀬
村
茂
木
根
、

本
戸
馬
場
村
津
金
淵
、
広
瀬
川
（
幅
１
９
０
ｍ
）
、
津
印
迄

測
る
街
道
を
横
切
り
、
手
分
け
と
合
流
（
８
・
８
㎞
）
。

本
戸
馬
場
村
小
松
原
、
町
山
口
村
、
亀
川
村
日
渡
し
、
瀬

戸
迄
測
る
（
３
・
６
㎞
）
。

外
に
瀬
戸
下
島
よ
り
同
上
島
へ
渡
る
（
２
７
８
ｍ
）
。

【
坂
部
隊
】
坂
部
、
青
木
、
箱
田
、
長
蔵
。

下
河
内
村
懸
水
始
め
（
川
の
向
か
い
に
本
泉
村
あ
り
）
、

本
戸
馬
場
市
ノ
瀬
、
山
仁
田
、
法
泉
寺
、
梶
山
、
中
村
、

今
釜
、
津
金
淵
。

横
切
り
の
隊
（
坂
部
）
は
13
時
頃
、
沿
海
測
量
隊
は
13
時

30
分
に
町
山
口
村
に
着
く
。

本
陣
・
庄
屋
大
谷
小
十
郎
。

別
宿
・
隠
宅
（
庄
屋
家
作
大
に
し
て
よ
し
）
。

こ
の
夜
大
曇
り
、
雲
間
八
九
星
測
量
。

《
巡
》
晴
天

６
時
出
発
。

御
領
村
役
座
下
海
辺
よ
り
測
量
を
始
め
る
。
広
瀬
村
向
か

い
本
戸
馬
場
村
の
内
今
釜
ま
で
測
量
済
。

坂
部
様
隊
は
、
下
河
内
村
よ
り
始
め
広
瀬
村
向
か
い
ま
で

済
み
。

両
手
共
町
山
口
村
へ
泊
ま
り
。

晩
曇
り
の
た
め
早
々
に
天
体
観
測
中
止
。

伊
能
様
宿
・
役
宅
。

下
河
辺
、
永
井
様
宿
・
同
。

坂
部
様
、
青
木
様
宿
・
役
座
新
宅
。

代
官
様
宿
・
五
郎
兵
衛
。

付
添
衆
宿
・
大
和
屋
。

下
浦
村
庄
屋
町
山
口
へ
出
向
き
。

久
玉
村
大
庄
屋
病
気
に
付
き
町
山
口
村
か
ら
引
き
取
る
。

栖
本
組
大
庄
屋
、
小
島
子
村
庄
屋
親
子
、
大
島
子
村
庄
屋

町
山
口
へ
出
向
き
伺
い
。

《
宜
》測

量
方
泊
ま
り
の
町
山
口
ま
で
飛
脚
を
出
す
。

当
時
、
本
渡
は
町
山
口
村
と
本
戸
馬
場
村
（
外
に
広
瀬
村
）
に
分

か
れ
て
お
り
、
本
戸
馬
場
村
に
本
戸
組
大
庄
屋
（
木
山
家
）
が
置
か

れ
て
い
た
。
町
山
口
村
大
谷
庄
屋
役
宅
は
、
現
在
の
諏
訪
神
社
の
地
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に
あ
っ
た
。
標
柱
が
建
っ
て
い
る
。

日
誌
に
よ
る
と
、
広
瀬
川
の
川
幅
が
１
８
９
ｍ
、
瀬
戸
海
峡
の
幅

が
２
２
７
ｍ
と
な
っ
て
い
て
、
川
幅
や
海
峡
の
幅
が
、
現
在
と
は
ず

い
ぶ
ん
違
う
。
ち
な
み
に
、
２
万
５
千
分
の
国
土
地
理
院
地
図
で
計
っ

て
み
る
と
、
広
瀬
川
大
矢
橋
で
80
ｍ
。
瀬
戸
海
峡
は
１
５
７
ｍ
で
あ

る
。
両
岸
の
埋
め
立
て
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

祇
園
橋
と
大
谷
庄
屋

大
谷
元
庄
屋
家
（
現
諏
訪
神
社
）
の
近
く
を
流
れ
る
町
山
口
川
に
、

石
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
る
。
石
橋
と
言
え
ば
、
眼
鏡
橋
が
一
般
的
だ

が
、
こ
の
石
橋
は
桁
梁
橋
と
言
っ
て
、
木
造
の
橋
の
作
り
と
同
じ
よ

う
な
形
式
で
あ
る
。

こ
の
石
橋
は
、
も
と
も
と
名
前
が
無
く
、
単
に
石
橋
と
呼
ば
れ
て

い
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
橋
の
袂
に
祇
園
社
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
つ

し
か
祇
園
橋
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
石
橋
が
架
け
ら
れ
た
の
は
、
天
保
三
年
（
１
８
３
２
）
の
こ

と
で
あ
る
。
つ
ま
り
伊
能
忠
敬
の
天
草
測
量
か
ら
22
年
後
の
こ
と
だ
。

伊
能
測
量
隊
は
、
小
松
原
か
ら
町
山
口
村
を
経
由
し
て
、
亀
川
村
ま

で
測
量
を
し
て
い
る
。
当
然
町
山
口
川
に
架
け
ら
れ
て
い
た
橋
を
渡
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
こ
の
祇
園
橋
架
設
地
点
の
下
流
に
架
け

ら
れ
て
い
た
土
橋
（
木
造
に
土
を
か
ぶ
せ
た
橋
）
を
渡
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。

こ
の
祇
園
橋
の
建
設
に
当
た
っ
て
の
発
起
人
と
な
っ
た
の
が
、
町

山
口
村
庄
屋
大
谷
健
之
助
で
あ
る
。
こ
の
健
之
助
の
先
代
が
、
伊
能

測
量
時
の
庄
屋
大
谷
小
十
郎
で
あ
る
。

も
し
、
忠
敬
測
量
時
に
こ
の
橋
が
存
在
し
て
い
た
な
ら
、
忠
敬
は

ど
ん
な
感
想
を
持
っ
た
だ
ろ
う
か
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
測
量
日
記

に
一
文
残
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

祇
園
橋
は
、
昭
和
五
十
年
（
１
９
７
５
）
に
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
。
熊
本
は
全
国
的
に
見
て
も
石
橋
の
多
い
と
こ
ろ
だ
が
、

国
重
文
に
指
定
さ
れ
て
い
る
石
橋
は
、
祇
園
橋
の
他
に
、
山
都
町
矢

部
の
通
潤
橋
と
美
里
町
砥
用
の
霊
台
橋
の
三
つ
し
か
な
い
。
言
い
換

え
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
文
化
財
と
し
て
価
値
の
あ
る
橋
と
い
う
事
に
な

る
。国

指
定
登
録
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
登
録
に
当
た
っ
て
の
解

説
文
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

天
草
下
島
の
本
渡
市
市
街
地
中
央
を
西
か
ら
東
に
流
れ
る
川

に
架
け
ら
れ
た
長
さ
約
２
８
・
６
ｍ
、
幅
約
３
・
３
ｍ
の
長
大

な
石
造
桁
橋
で
、
石
材
に
は
下
浦
石
と
呼
ば
れ
る
地
元
産
の
砂

岩
質
の
切
石
を
用
い
て
い
る
。
橋
の
北
岸
側
に
残
る
記
念
碑
に

よ
っ
て
、
天
保
三
年
（
１
８
３
２
）
に
地
元
の
石
屋
に
よ
っ
て

建
設
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
江
戸
時
代
以
前
の
石
造
桁
橋
と
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し
て
は
現
存
最
大
の
も
の
で
、
石
造
ア
ー
チ
式
が
多
い
九
州
で

は
、
特
殊
な
も
の
で
あ
り
、
技
術
的
に
も
注
目
す
べ
き
点
が
多

い
。

本
渡
市
は
指
定
当
時
の
市
名
で
現
在
は
天
草
市
。
ま
た
石
屋
は
下

浦
村
石
屋
（
石
工
）
辰
右
衛
門
と
い
う
人
で
、
架
橋
記
念
碑
に
名
前

が
残
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
橋
の
よ
う
な
公
共
建
造
物
は
、
行
政
当
局
に
よ
っ
て
建
造

さ
れ
る
の
が
普
通
だ
が
、
当
時
は
民
間
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と

い
う
事
に
も
注
目
し
た
い
。
こ
の
祇
園
橋
も
、
幕
府
に
よ
る
建
造
で

は
な
く
、
民
間
の
手
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ
て
い
る
。
発
起
人
の
大
谷

健
之
助
の
他
に
、
世
話
人
と
し
て
久
屋
與
一
平
、
若
松
屋
次
平
、
叶

屋
伊
平
の
三
人
、
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
寄
付
者
の
名
前
が
架
橋
記
念

日
に
刻
ま
れ
て
い
る
、
当
然
工
事
に
携
わ
っ
た
の
も
地
元
民
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。

天
草
に
あ
る
楠
浦
の
石
橋
（
天
草
市
楠
浦
町
）
も
、
明
治
に
な
っ

て
か
ら
の
架
橋
で
あ
る
が
、
（
庄
屋
・
戸
長
）
宗
像
堅
固
の
手
に
よ
っ

て
架
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
伊
能
忠
敬
が
、
当
初
自
前
で
測
量

を
開
始
し
た
こ
と
と
共
通
し
て
い
る
。

架
橋
か
ら
既
に
１
８
０
年
余
、
柱
が
あ
る
こ
と
か
ら
水
害
時
、
特

に
上
流
か
ら
の
流
木
等
が
柱
に
引
っ
か
か
り
、
大
変
な
水
圧
を
受
け

る
こ
と
が
過
去
何
度
も
あ
っ
た
が
、
固
い
岩
盤
に
支
え
ら
れ
、
か
つ

技
術
的
に
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
ら
に
耐
え
今
日
ま
で
、

現
役
橋
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
天
草
市
に
と
っ
て
、
い
や
全
国
的
に

も
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。
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24
日
目

11
月
９
日
（
十
月
十
三
日
）

測
地
・
志
柿
村
・
楠
浦
村
・
下
浦
村
・

亀
川
村
（
天
草
市
）

泊
地
・
楠
浦
村
（
天
草
市
楠
浦
町
）

《
測
》
朝
晴
天
。

先
後
手
と
も
六
時
頃
町
山
口
村
出
発
。

【
坂
部
隊
】
（
先
手
）
坂
部
、
青
木
、
箱
田
、
平
助
。

瀬
戸
上
島
（
即
東
天
草
）
志
柿
村
瀬
戸
瀬
印
よ
り
始
め
る
。

左
山
に
添
え
、
下
浦
村
小
手
、
舟
津
に
て
留
め
置
き
（
４
・
５

㎞
）
。

ま
た
楠
浦
村
（
瀬
戸
下
島
西
天
草
）
、
中
越
よ
り
舟
津
ま
で
測

り
、
後
手
と
合
流
（
１
・
４
㎞
）
。

外
に
楠
浦
二
色
島
一
周
測
（
１
・
１
㎞
。
合
計
７
・
０
㎞
）
。

【
伊
能
隊
】
（
後
手
）
伊
能
、
下
河
辺
、
永
井
、
上
田
、
長
蔵
。

亀
川
村
瀬
戸
よ
り
始
め
る
。
日
渡
、
楠
浦
村
藤
瀬
新
田
、
中
村
、

鎌
、
舟
津
ま
で
測
る
（
５
・
６
㎞
）
。

外
に
楠
浦
村
亀
島
一
周
測
（
１
・
３
㎞
）
。
宿
ま
で
１
・
２
㎞
、

合
計
８
・
１
㎞
。

両
手
共
13
時
前
楠
浦
村
へ
到
着
。

本
陣
・
庄
屋
宗
像
三
郎
兵
衛
。

坂
部
宿
・
清
助
。

下
・
青
・
永
宿
・
藤
六
。

此
の
夜
（
以
下
記
載
な
し
）

二
色
島
と
は
、
現
在
の
錦
島
の
こ
と
で
、
当
時
は
島
で
あ
っ
た
こ

と
や
、
亀
島
と
は
名
前
が
記
し
て
無
い
が
、
現
在
の
大
門
当
た
り
に

島
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
伊
能
図
か
ら
分
か
る
。
ま
た
、
現
在
の
瀬
戸

海
峡
と
比
べ
る
と
、
海
峡
の
幅
が
ず
い
ぶ
ん
広
い
。

《
巡
》
晴
天
。

５
時
頃
出
発
。

亀
川
村
よ
り
開
始
、
楠
浦
村
庄
屋
元
ま
で
測
量
。

坂
部
様
隊
は
大
宮
地
村
境
ま
で
測
量
。

志
柿
村
庄
屋
楠
浦
村
へ
出
向
き
伺
い
。

伊
能
様
宿
・
役
座
。

坂
部
様
宿
・
清
助
。

三
人
様
宿
・
藤
六
。

代
官
様
宿
・
宇
内
。

付
添
衆
宿
・
富
左
衛
門
。
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《
木
山
家
文
書
》

覚

一

馬

壱
匹

荷
持
壱
人

渡
部
敬
助
上
下

一

荷
持
壱
人

手
代
壱
人

右
者
測
量
方
御
用
ニ
付
明
十
四
日
ゟ
楠
浦
村
江
致
出
役
候

村
継
人

馬
無
滞
出
可
申
候
以
上

十
月
十
三
日

富
岡
御
役
所

冨
岡
町
ゟ
新
休
村
通
楠
浦
村
迄

右
村
々

大
庄
屋

庄

屋

此
状
十
四
日
辰
ノ
下
刻
到
来
即
刻
町
山
口
へ

25
日
目

11
月
10
日
（
十
月
十
四
日
）

測
地
・
大
多
尾
村
・
大
宮
地
村
・

小
宮
地
村
（
天
草
市
新
和
町
）

楠
浦
村
（
天
草
市
楠
浦
町
）

泊
地
・
楠
浦
村
（
天
草
市
楠
浦
町
）

《
測
》
朝
曇
り
晴
れ

【
坂
部
隊
】
（
先
手
）
坂
部
、
下
河
辺
、
永
井
、
平
助
。

６
時
前
に
出
発
。

大
多
尾
測
所
よ
り
始
め
る
。
左
山
に
逆
測
。
浦
ノ
迫
に
て
後
手

と
合
流
（
沿
海
７
・
０
㎞
）
。
横
島
一
周
測
（
４
・
８
㎞
。
合
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計
１
１
・
８
㎞
）
。

【
伊
能
隊
】
（
後
手
）
伊
能
、
青
木
、
上
田
、
箱
田
、
長
蔵
。

６
時
頃
出
発
。

楠
浦
村
中
越
よ
り
始
め
、
立
ノ
浦
、
観
音
、
大
宮
地
村
、
小
宮

地
村
諏
方
﨑
、
大
多
尾
村
浦
ノ
迫
に
て
先
手
と
合
流
（
１
３
・

※

６
㎞
）
。
外
に
入
江
渡
１
２
１
ｍ
、
合
計
１
３
・
７
㎞
。

両
手
共
16
時
宿
着
。
前
夜
同
泊
。

午
後
よ
り
曇
天
。
夜
も
同
じ
。

《
巡
》
晴
天
。

４
時
～
５
時
に
出
発
。

坂
部
隊
は
大
多
尾
村
の
横
島
よ
り
測
量
。
小
宮
地
村
新
田
ま
で
。

伊
能
隊
は
楠
浦
新
田
か
ら
大
宮
地
大
多
尾
村
界
の
深
浦
で
の
合

流
ま
で
測
量
済
。

付
廻
り
代
官
藤
本
恕
助
様
、
御
役
所
御
用
に
付
き
引
き
取
り
。

代
わ
り
に
渡
辺
敬
助
様
出
勤
。

※
諏
方
﨑
は
諏
訪
﨑
か
。
《
巡
》
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当

時
も
干
拓
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
現
在
の
よ
う
に
広
大
な
新

田
で
は
な
か
っ
た
、
伊
能
図
に
よ
る
と
、
当
時
は
ま
だ
湾
が
深
く
入

り
込
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

新
田
開
発

こ
の
よ
う
に
、
○
○
新
田
と
言
う
よ
う
に
、
新
田
が
よ
く
登
場
す

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
頃
に
な
る
と
、
耕
地
の
乏
し
か
っ
た
天
草
で
も
、

各
地
で
新
田
が
開
発
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
そ
の
新
田

は
ほ
と
ん
ど
が
、
海
の
埋
め
立
て
に
よ
る
も
の
だ
。
現
在
、
天
草
各

地
に
広
々
と
広
が
る
海
岸
沿
い
の
水
田
の
多
く
は
、
こ
の
江
戸
時
代

に
干
拓
さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

こ
の
新
田
開
発
の
様
子
は
、
各
所
の
埋
立
図
、
工
事
方
法
が
上
田

宜
珍
の
『
天
草
島
鏡
』
に
、
詳
し
く
載
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
海
埋
立
の
技
術
は
、
幕
末
、
天
草
人
の
北
野
織
部

（
赤
崎
村
庄
屋
）
の
長
崎
外
人
居
留
地
埋
立
に
、
そ
の
本
領
を
発
揮

す
る
こ
と
に
な
る
。
（
詳
し
く
は
北
野
典
夫
著
・
『
天
草
海
外
発
展
史
・

上
巻
』
葦
書
房
刊
）

小
宮
地
新
田
に
つ
い
て
は
、
現
地
に
干
拓
碑
と
碑
文
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
第
一
期
と
も
言
え
る
干
拓
は
。
延
宝
元
年
（
１

６
７
３
）
か
ら
４
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
菊
池
地
方
の
豪
族
、
合
志

氏
の
子
孫
の
合
志
弥
兵
衛
が
行
っ
た
。
天
草
で
は
一
番
古
い
干
拓
地

で
、
ま
た
最
大
規
模
の
干
拓
地
で
あ
る
。
２
９
５
間
（
約
５
０
０
ｍ
）

も
の
松
原
土
手
の
内
側
に
、
約
７
０
町
歩
（
７
０
㏊
）
の
水
田
が
造
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ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
小
宮
地
村
は
、
水
田
面
積
１
３
０
町
歩
を
有

す
る
天
草
有
数
の
米
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
干
拓
に
よ
っ
て
、

水
田
面
積
が
倍
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
結
果
村
高
は
、
志
岐

村
（
１
０
２
５
石
）
、
御
領
村
（
９
０
４
石
）
に
次
い
で
小
宮
地
村

８
８
３
石
と
は
三
番
目
に
位
置
し
て
い
る
。
（
文
政
十
年
～
の
定
免
石
高
・

天
草
島
鏡
）

以
外
に
早
い
時
期
に
干
拓
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み

に
延
宝
年
間
は
、
戸
田
忠
昌
が
富
岡
城
を
破
城
し
て
、
第
二
次
天
領

と
な
っ
た
頃
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
二
期
と
も
言
え
る
荒
新
開
干
拓

は
、
明
治
に
な
っ
て
行
わ
れ
た
。

附
廻
り
代
官
交
代

当
時
幕
府
領
（
天
領
）
で
あ
っ
た
天
草
は
、
島
原
藩
預
か
り
で
あ
っ

た
。
富
岡
役
所
に
は
そ
の
島
原
藩
の
代
官
と
し
て
、
藤
本
恕
助
と
渡

辺
敬
助
の
２
名
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
代
官
の
う
ち
藤
本
氏
が

最
初
に
附
き
廻
り
役
と
し
て
、
測
量
隊
に
同
行
し
た
が
、
大
多
尾
村

か
ら
出
発
し
、
再
び
大
多
尾
村
へ
帰
っ
て
き
て
、
天
草
下
島
の
測
量

を
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
渡
辺
氏
と
交
代
し
た
模
様
。

た
だ
し
、
こ
の
交
代
は
、
忠
敬
の
測
量
日
記
に
は
記
載
無
く
、
宜

珍
の
巡
廻
日
記
に
「
附
廻
り
御
代
官
藤
本
恕
助
様
、
御
役
所
御
用
ニ

付
御
引
取

代
り
ニ
渡
辺
敬
助
様
御
出
勤
ニ
相
成
ル
」
と
あ
り
、
こ

こ
で
交
代
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

も
ち
ろ
ん
御
用
と
は
方
便
で
、
最
初
か
ら
下
島
と
上
島
を
分
担
し

て
い
た
よ
う
に
も
思
え
る
。

こ
の
附
廻
り
役
の
代
官
交
代
を
、
几
帳
面
な
忠
敬
が
記
し
て
い
な

い
の
が
、
や
や
腑
に
落
ち
な
い
。
単
な
る
記
載
漏
れ
か
、
あ
る
い
は
、

附
廻
り
役
と
し
て
の
代
官
を
軽
視
し
て
い
た
の
か
、
ど
う
で
も
よ
か
っ

た
の
か
、
そ
れ
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
他
所
の
測
量
に
お
い
て
も
、

附
廻
り
役
に
関
し
て
の
記
述
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
よ
う
だ
。

尚
、
渡
辺
代
官
は
こ
の
年
七
月
二
十
二
日
（
８
月
21
日
）
に
今
井

佐
四
郎
と
替
わ
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

文
化
七
年
（
１
８
１
０
）
七
・
二
十
二

陣
屋
詰
役
交
代
、
改
役
人
荒
木
武
太
夫
、
代
官
今
井
佐
四
郎
島

原
に
引
取
り
、
替
り
に
矢
川
十
太
夫
、
渡
辺
敬
助
来
任
す
。

（
近
代
年
譜
）

こ
れ
は
、
現
代
で
い
う
定
期
異
動
だ
と
思
う
が
、
こ
の
事
例
を
み

て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
忠
敬
日
記
に
附
き
廻
り
代
官
交
代
を
記
し
て

い
な
い
こ
と
を
補
完
す
る
う
え
で
も
、
宜
珍
の
巡
廻
日
記
は
史
料
価

値
が
大
き
い
。

こ
の
日
で
、
天
草
下
島
の
測
量
を
終
え
た
一
行
は
、
休
む
間
も
な

く
、
上
島
の
測
量
へ
と
向
か
う
。
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